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定例記者会見 報道資料 

  令和４年８月 19 日 

総合政策部 総合政策課 

電話 0742-34-4786  

秘書広報課 

電話 0742-34-4710 

2021 年の奈良市人口の転入超過数が過去 9年で最大に！ 

年少人口(0～14 歳)の転入超過数は関西 4位 

 本市の人口動態について、令和 4 年 8 月 9 日に「住民基本台帳に基づく人口、人口動態

及び世帯数調査（総務省：令和 4 年 1 月 1 日現在）」（※）が発表され、本市の 2021 年の社会増

減が＋432 人となり、比較可能な統計データがある 2013 年以降、本市における転入超過数

が最大となりました。 ※国内外の移動を含む転入出等による住民票への記載・消除について把握した調査 

 年少人口(0～14 歳)の社会増減では＋436 人で関西 4 位・全国 17 位となっており(総務省

「住民基本台帳人口移動報告 令和 3 年結果」令和 4 年 1 月 28 日発表)、子育て世帯の転入超過が進ん

でいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 
2013 年以降で 

最大のプラス！ 

➢ 2019 年に転入超過に転じて以来、3 年連続で社会増を達成している。 

➢ 子育て支援施策として、手ぶら登園（おむつの月額定額制）や学童保育で夏休み

等に昼食を提供するなど、働く親の負担を軽減する取り組みを導入。「共働き

子育てしやすい街ランキング 2021」（日本経済新聞社、日経 xwoman）では関西 2

位・全国 17 位との評価をいただいた。 

➢ 2021 年 11 月から実施している「お試し移住支援制度(宿泊・滞在の支援)」はこ

れまで 34 組 44 人で 354 泊の利用があり、市内に移住完了または 5 年以内

の移住決定が 14 組 19 人。詳細なヒアリングを行い、施策に反映していく。 
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【奈良市の社会増減の推移（日本人のみ・外国人のみ）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数調査（総務省）※転入出者数には職権による記載・消除

等を含む 

単位：人

2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年

総数 転入者数 13,205 12,855 12,866 12,429 12,744 12,480 12,823 12,128 11,967

転出者数 13,309 13,146 13,694 12,860 12,946 12,741 12,439 11,830 11,535

社会増減数 -104 -291 -828 -431 -202 -261 384 298 432

転入者数 12,505 12,037 12,013 11,524 11,768 11,335 11,559 11,354 11,236

転出者数 12,549 12,340 12,880 12,051 12,119 11,804 11,557 11,048 10,814

社会増減数 -44 -303 -867 -527 -351 -469 2 306 422

転入者数 700 818 853 905 976 1,145 1,264 774 731

転出者数 760 806 814 809 827 937 882 782 721

社会増減数 -60 12 39 96 149 208 382 -8 10

外国人

日本人
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≪参考資料≫ 

 

 

総合戦略とは、人口減少に対応する地方創生関連施策推進のための目標及び基本的方向を定める計画

です。令和 4 年 3 月 23 日に第 2 期総合戦略を策定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2026 年目標値） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２期奈良市総合戦略 概要版（抜粋） 

目指す将来像 

KGI 

「ひと」中心の未来社会をデザインし、住みやすく「選ばれるまち」を目指す 

➢ 奈良で育った子どもたちが、奈良で活躍できる環境を作りつつ、広く社会

に出ても、いつか「子育てするなら奈良」と戻ってきたくなるまち 

➢ 子育て世代や働く世代を中心に、様々な世代がそれぞれのライフステージ

で自己実現を叶えられるまち 

重点目標 

①人口の社会増減（全年齢合計） 

⇒プラスを維持 

   

 

②人口の社会増減（0～14歳合計） 

⇒+500人に 

 

                              

③人口の社会増減（15～64歳合計） 

⇒プラスに 

 

                              

④奈良市に住み続けたいと思う 20歳代の割合 

⇒60％に 

 

 

※②③は日本人のみの統計 

＋298 人 ▶ ＋432 人 

-451 人 ▶ -187 人 

達成！ 

順調に改善！ 

順調に改善！ 

＋361 人 ▶ ＋425 人 

 
2020 年 

 
2020 年 

 
2020 年 

 
2021 年 

 
2021 年 

 
2021 年 

45％ 

 
2021 年 
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【近畿中核市 14 市の社会増減（2021 年）】 

 

 

近畿 14 市で比較すると本市の社会増減数は４

位となっています。 

 

 

 

【2012 年度以前の社会増減の推移（日本人のみ）】 

 

2012 年度以前の社会増減の状況をみてみると、2000 年度の 547 人のプラスからその後減

少に転じ、2004 年度に－1,621 人まで落ち込んだ後、2010 年度の回復を経て再び減少して

います。 

出典：住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数調査（総務省）※転入出者数には職権による記載・

消除等を含む。数値は年度（4/1～翌 3/31 の間）の合計値 

出典：住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数調

査（総務省）※転入出者数には職権による記載・消除等を

含む 

単位：人

人口 社会増減数

大津市 344,247 819 3

豊中市 408,802 314 5

吹田市 378,869 3073 1

高槻市 349,941 61 7

枚方市 397,681 -339 11

八尾市 263,693 -298 9

寝屋川市 229,177 34 8

東大阪市 482,133 -712 13

姫路市 530,877 -1256 14

尼崎市 460,148 -677 12

明石市 304,906 846 2

西宮市 483,394 265 6

奈良市 353,158 432 4

和歌山市 362,662 -304 10

順位
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【過去 5 年間の年齢別社会増減の推移（日本人のみ）】 

 

年齢別の社会増減では 20 歳代はマイナス傾向が続いており、それ以外の

年齢では概ねプラスの傾向。直近 2021 年の状況では、20～24 歳台はマイナ

スが大きくなった一方で、25～29 歳はマイナス幅が改善しています。ま

た、0～4 歳台、10～14 歳台、35～39 歳台などを中心に過去 5 年においてプ

ラスが最大となっています。年齢層別では、年少人口でプラスが増加傾向、

また、生産年齢人口もマイナスからプラスへ向けて改善傾向にあります。 

出典：住民基本台帳人口移動報告（総務省） 

30 代が大きな転入超過に 



 

 

 

 


